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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車室内の乗員の発汗状態を判定する発汗判定装置であって、
　前記乗員の皮膚の表面温度を非接触で検出する表面温度検出手段と、
　前記乗員が発汗しているかどうかを判定する発汗判定手段と、
　前記乗員の上半身に向けて風を吹き出す風吹出手段と、を備え、
　前記発汗判定手段は、前記表面温度検出手段によって検出された乗員の皮膚温度の低下
率を算出し、該算出した低下率が所定値以上の場合に前記乗員が発汗状態であるものとし
て判定し、
　前記発汗判定手段は、前記風吹出手段が前記乗員の所定部位に向けて風を吹き出してい
る場合に、発汗判定を行い、前記風吹出手段から前記乗員の前記所定部位に向けて風が吹
き出されている場合に前記表面温度検出手段によって検出された表面温度の低下率と、風
が吹き出されていない場合に検出された表面温度の低下率とを比較することにより前記乗
員の発汗状態を判定し、
　前記所定部位は、前記表面温度検出手段によって表面温度が検出される部位であること
を特徴とする発汗判定装置。
【請求項２】
　前記風吹出手段は、前記乗員の発汗状態を判定する処理が開始された直後、前記乗員が
車両に乗り込んだ直後、前記乗員の上半身の前記所定部位の表面温度の低下率が所定範囲
内である場合のうち、少なくともいずれかの場合に風を吹き出すことを特徴とする請求項
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１に記載の発汗判定装置。
【請求項３】
　前記風吹出手段は、前記乗員の発汗状態を判定する処理が開始された直後、前記乗員が
車両に乗り込んだ直後、前記乗員の上半身の前記所定部位の表面温度の低下率が所定範囲
内である場合のうち、少なくともいずれか一つ以上の場合に、所定時間の間、風を吹き出
すことを特徴とする請求項２に記載の発汗判定装置。
【請求項４】
　前記乗員の前記所定部位は、乗員の顔であることを特徴とする請求項１から請求項３の
いずれか一つに記載の発汗判定装置。
【請求項５】
　前記表面温度検出手段は、前記乗員から発せられた赤外線を検出することによって前記
乗員の皮膚温度を検出することを特徴とする請求項１から４のいずれか一つに記載の発汗
判定装置。
【請求項６】
　前記発汗判定手段は、車両の外が雨天の場合には前記乗員が車両に乗り込んだ直後から
所定時間の間、前記乗員の発汗状態の判定を行わないことを特徴とする請求項１から５の
いずれか一つに記載の発汗判定装置。
【請求項７】
　発汗状態を判定するための方法であって、
　車室内の乗員の皮膚の表面温度を非接触で検出し、該検出した表面温度の低下率を算出
した後、該算出した表面温度の低下率が所定値以上かどうかを比較する比較ステップを備
え、
　前記比較ステップは、前記乗員の所定部位に向けて風を吹き出す風吹出ステップを含み
、
　前記所定部位は、表面温度が検出される部位であり、
　前記比較ステップは、前記風吹出ステップにおいて前記乗員の前記所定部位に向けて風
が吹き出されている場合に検出された表面温度の低下率と、風が吹き出されていない場合
に検出された表面温度の低下率とを比較することを含む方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両内の乗員が発汗しているかどうかを判定する発汗判定装置および発汗判
定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、赤外線温度センサを用いて車室内の乗員の皮膚の表面温度を非接触で検出すると
ともに、検出された皮膚の表面温度を用いて車室内の空調制御を行うといったことが行わ
れていた。
　また、乗員の皮膚の表面温度を用いて空調制御を行う場合には、皮膚の表面温度を正確
に検出する必要がある。
　しかしながら、車室内の温度が同じであったとしても、乗員が発汗しているか否かによ
って検出される皮膚の表面温度が異なる場合がある。
　このため、検出された皮膚の表面温度を用いて車室内に吹き出す空気の温度を制御する
場合には、乗員の発汗状態によって正確に車室内の空気温度を制御することができないこ
とがあった。
【０００３】
　そこで特許文献１に記載の空調制御装置では、乗員が車両内に乗り込んだ直後は、乗員
が発汗しているか否かの影響を受けにくい衣服などの表面温度を検出して空調制御を行い
、乗員が車両に乗り込んでから所定時間が経過した後は、顔の表面温度を検出して空調制
御を行う構成が記載されている。
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　これにより、たとえば夏など、汗をかいたまま車両に乗員が乗り込んだ場合であっても
、発汗状態の影響を受けずに車両内の温度を制御しようとするものである。
【特許文献１】特開２００５－１１２１８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の空調制御装置においては、乗員の発汗状態を直接検出しているわ
けではないため、たとえば日射の影響により乗車中に乗員が発汗した場合には、空調制御
に用いる皮膚の表面温度が発汗の影響を受けるために正確に車両内の温度を制御すること
ができない。
　このように、特に車両の空調制御において、乗員の発汗状態を検出することは重要であ
るにもかかわらず、直接乗員の発汗判定が行われていないといった問題があった。
【０００５】
　そこで本発明はこのような問題点に鑑み、車両内の乗員の発汗判定を行う発汗判定装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、表面温度検出手によって乗員の皮膚の表面温度を非接触で検出し、発汗判定
手段が、表面温度検出手段によって検出された乗員の皮膚温度の変化率を算出し、該算出
した変化率が所定値以上の場合に乗員が発汗状態であるものとして判定するものとした。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、車室内の空気の流れによって乗員の皮膚温度が変化する場合に、乗員
の皮膚表面に汗が付着している場合の皮膚の表面温度の変化率が、汗が付着していない場
合の表面温度の変化率と比較して大きい事に着目して、表面温度検出手段によって検出さ
れた乗員の皮膚温度の変化率にもとづいて発汗状態を判定することにより、乗員の発汗状
態そのものを直接判定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　次に本発明の実施の形態を実施例により説明する。
　まず第１の実施例について説明する。
　なお本実施例は、発汗判定装置による乗員の発汗状態の判定結果にもとづいて、車両の
空調制御装置が空調制御を行うものである。
　図１に、第１の実施例の全体構成を示す。
　ＩＲセンサ１０とマイクロコンピュータ１１とより発汗判定装置１が構成される。
　ＩＲセンサ１０は、被検温体（車両の乗員）から入射される赤外線を熱に変換する熱変
換膜と、この熱変換膜により変換される熱を電力に変換する検出素子と、ＩＲセンサ内の
温度を計測するサーミスタとを備えている。
　このＩＲセンサ１０は、図２に示すように車両５０内のセンターコンソール中央部に取
り付けられ、図２、３に示すように、運転席側乗員３０の顔領域３０Ｆの表面温度を検出
可能となっている。
【０００９】
　マイクロコンピュータ１１は、ＩＲセンサ１０より出力された被検温体（運転席側乗員
３０）の熱エネルギーに相当する出力値と、そのときのＩＲセンサ１０内の温度とにもと
づいて、運転席側乗員３０の顔領域３０Ｆの表面温度を算出する。
　マイクロコンピュータ１１は、検出された運転席側乗員３０の顔領域３０Ｆの表面温度
の変化率より、運転席側乗員３０が発汗しているかどうかを判定する（判定手順の詳細に
ついては後述する）。
　判定結果は空調制御装置へ出力され、車両内の空気温度の制御に用いられる。
【００１０】
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　次に、マイクロコンピュータ１１で行われる発汗判定処理について説明する。
　図４に、発汗判定処理の流れを示し、図５に発汗時と非発汗時の表面温度変化率を示す
。
　本処理は、車両５０の電源がＯＮ（イグニッションがＯＮ、または空調装置がＯＮ）と
なったときに開始される。
　ステップ１００において、以降の処理の実行に使用するカウンタやフラグなどを初期化
する。
　ステップ１０１において、ＩＲセンサ１０から、ＩＲセンサ１０が検出した運転席側乗
員３０の顔領域３０Ｆ表面の熱エネルギーに相当する出力値を取得し、ステップ１０２に
おいてＩＲセンサ１０を構成するサーミスタからの温度値を取得する。
　この温度値が、顔領域３０Ｆ表面の熱エネルギーに相当する出力値を温度に変換する際
の基準温度となる。
【００１１】
　ステップ１０３において、ステップ１０１で取得した熱エネルギーに相当する出力値を
、ステップ１０２で取得した基準温度を用いて温度値に変換することによって運転席側乗
員３０の顔領域３０Ｆの表面温度（以下、顔表面温度ＴＦとも呼ぶ）を算出する。
　ステップ１０４において、ステップ１０３で算出した顔表面温度ＴＦを用いて所定時間
（たとえば、１０秒）あたりの顔表面温度変化率ΔＴＦ（ΔＴＦａ、ΔＴＦｂ）を算出す
る。
【００１２】
　ステップ１０５において、ステップ１０４において算出された顔表面温度変化率ΔＴＦ
にもとづいて分岐処理を行う。
　この分岐処理は、顔表面温度変化率ΔＴＦが所定値Ｔｈ１（たとえば０．５）よりも大
きいかどうかを判断するものであり、顔表面温度変化率ΔＴＦが所定値Ｔｈ１よりも大き
い場合にはステップ１０６へ進み、そうでない場合にはステップ１０９へ進む。
　なお、この分岐処理に用いる所定値Ｔｈ１は、車内温度と車外温度との差に応じて可変
としてもよく、たとえば、車内温度＜車外温度、であって車内温度と車外温度の差が大き
ければ所定値Ｔｈ１を大きくしたり、車内温度と車外温度の差が小さければ所定値Ｔｈ１
を小さくしたりすることもできる。
【００１３】
　ステップ１０６において、ステップ１０５で顔表面温度変化率ΔＴＦが所定値Ｔｈ１よ
りも大きいと判定されているため、運転席側乗員３０は発汗状態であると判定する。
　ここで、発汗判定の原理について説明する。
　乗員の皮膚の温度は、車両内の空気の自然な流れにより変化する。
　図５に示すように、乗員が発汗しているときと、発汗していないときとでは、皮膚の表
面温度の温度変化率が異なり、発汗しているときには顔表面温度変化率ΔＴＦｂが大きく
、発汗していないときには顔表面温度変化率ΔＴＦ１ａが小さい。
　したがって、運転席側乗員３０の皮膚の表面温度変化率ΔＴＦにもとづいて、運転席側
乗員３０が発汗しているかどうかを判定することができる。
【００１４】
　一方、ステップ１０５において顔表面温度変化率ΔＴＦが所定値Ｔｈ１よりも大きくな
いと判定された場合、ステップ１０９において、運転席側乗員３０は発汗状態ではないも
のと判定し、ステップ１０７へ進む。
　ステップ１０７において、ステップ１０６または後述のステップ１０９における判定結
果を空調制御装置へ出力する。
　ステップ１０８において、空調装置の電源がＯＦＦとなったかどうかを判断する分岐処
理を行い、電源がＯＦＦである場合には処理を終了し、ＯＦＦで無い場合には、ステップ
１０１へ戻り上述の処理を繰り返す。
　なお本実施例において、ステップ１０１～１０３が本発明における表面温度検出手段を
構成し、ステップ１０４～１０６およびステップ１０９が本発明における発汗判定手段を
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構成する。
【００１５】
　本実施例は以上のように構成され、車室内の自然な空気の流れによって運転席側乗員３
０が発汗している場合とそうでない場合とで顔表面温度変化率ΔＴＦが異なることに着目
し、ＩＲセンサ１０を用いて検出された顔表面温度ＴＦの変化率ΔＴＦが所定値Ｔｈ１よ
りも大きい場合に運転席側乗員３０が発汗していると判定し、そうでない場合には発汗し
ていないものと判定することにより、運転席側乗員３０の発汗状態をＩＲセンサ１０を用
いるだけで容易に判定することができ、また乗員の乗車直後や所定時間経過後などにかか
わらず常時、発汗状態の判定を行うことができる。
【００１６】
　次に、第２の実施例について説明する。
　なお本実施例は、乗員の発汗状態を判定する発汗判定装置を車両の空調制御装置内に組
み込んだものであり、より正確に発汗状態を検出することができるものである。
　図６に、第２の実施例の全体構成を示す。
　ＩＲセンサ１０、マイクロコンピュータ１１Ａ、吹き出し口位置制御部１２、吹き出し
風温制御部１３、吹き出し風量制御部１４、吹き出し風向制御部１５より空調制御装置２
が構成される。
　ＩＲセンサ１０は、第１の実施例におけるＩＲセンサ１０と同じ構成、および同じ取り
付け位置（図２、３参照）であるため説明を省略する。
　マイクロコンピュータ１１Ａは、ＩＲセンサ１０より出力された被検温体（運転席側乗
員３０）の熱エネルギーに相当する出力値と、そのときのＩＲセンサ１０内の温度とにも
とづいて、運転席側乗員３０の顔領域３０Ｆの表面温度を算出する。
【００１７】
　マイクロコンピュータ１１Ａは、検出された運転席側乗員３０の顔領域３０Ｆの表面温
度の変化率より、運転席側乗員３０が発汗しているかどうかを判定し、発汗状態に応じて
吹き出し口位置制御部１２～吹き出し風向制御部１５を制御して空調制御を行う。
　吹き出し口位置制御部１２は、空調制御装置内に備えられた吹き出し口を決定するモー
ドドア位置を制御し、吹き出し風温制御部１３は空調制御装置内に備えられた吹き出し風
温を決定するエアミックスダンパ開度を制御する。また吹き出し風量制御部１４は、吹き
出し風量を決定するブロアモータを制御し、吹き出し風向制御部１５は、空調風の吹き出
し風向を決定するルーバーを制御する。
【００１８】
　ここで図７の（ａ）に、運転席側乗員３０に空調風が当たっていない場合における非発
汗時および発汗時の顔表面温度変化率ΔＴＦ２（ΔＴＦ２ａ、ΔＴＦ２ｂ）を示し、図７
の（ｂ）に、空調風が当たっている場合における非発汗時および発汗時の顔表面温度変化
率ΔＴＦ１（ΔＴＦ１ａ、ΔＴＦ１ｂ）を示す。
　図７の（ａ）、（ｂ）に示されるように、運転席側乗員３０に空調風が当たっている場
合における非発汗時と発汗時の顔表面温度変化率の差（ΔＴＦ１ａとΔＴＦ１ｂの差）は
、運転席側乗員３０に空調風が当たっていない場合における非発汗時と発汗時の顔表面温
度変化率の差（ΔＴＦ２ａとΔＴＦ２ｂの差）よりも大きくなる。
　したがって、運転席側乗員３０に空調風を当てて表面温度の変化率を検出することによ
り、ＩＲセンサ１０の検出精度にばらつきがあったとしても、運転席側乗員３０が発汗し
ているかどうかを正確に判定することができる。
【００１９】
　このためマイクロコンピュータ１１Ａは、運転席側乗員３０に空調風が当たるように吹
き出し口位置制御部１２、吹き出し風量制御部１４、吹き出し風向制御部１５に制御信号
を出力し、運転席側乗員３０に空調風を当てる。
　マイクロコンピュータ１１Ａは、運転席側乗員３０に空調風を当てることによって発汗
時と非発汗時とで差異が大きくなった顔の表面温度の変化率にもとづいて、運転席側乗員
３０が発汗しているかどうかの判定を行い、該判定結果にもとづいて車両の空調制御を行
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う。
【００２０】
　次に、マイクロコンピュータ１１Ａで行われる発汗判定処理について説明する。
　図８に、発汗判定処理の流れを示す。
　本処理は、車両５０の電源がＯＮ（イグニッションがＯＮ、または空調装置がＯＮ）と
なったときに開始される。
　ステップ２００において、以降の処理の実行に使用するタイマーやカウンタ、フラグな
どを初期化する。
　ステップ２０１において、今回の発汗判定処理が開始された直後であるかどうかについ
ての分岐処理を行う。
　発汗判定処理が開始されてから所定時間以内（たとえば、１０秒）である場合にはステ
ップ２１６へ進み、そうでない場合にはステップ２０２へ進む。
　なお、発汗判定処理が開始された直後である場合には、乗員の顔に風を当てて発汗判定
を行い易くする制御が行われていないため、ステップ２１６において乗員の顔に風を当て
る制御を行う。
　また、この運転席側乗員３０の顔に風を当てる制御は所定時間のみ行われる。
【００２１】
　一方、発汗判定処理が開始されてから所定時間以上経過し、乗員の顔に顔に風を当てる
制御が行われている場合には、ステップ２０２において乗員が乗り込んだ直後であるかど
うかについての分岐処理を行う。
　乗員（運転席側乗員３０）が乗り込んでから（エンジンの始動後、一旦車外に出た乗員
が再度車両に乗り込んでから）所定時間以内（たとえば、１０秒）である場合にはステッ
プ２１６へ進み、そうでない場合にはステップ２０３へ進む。
　ステップ２０３において、ＩＲセンサ１０から、運転席側乗員３０の顔領域３０Ｆ表面
の熱エネルギーに相当する出力値を取得し、ステップ２０４においてＩＲセンサ１０を構
成するサーミスタからの温度値を基準温度として取得する。
【００２２】
　ステップ２０５において、ステップ２０３で取得した熱エネルギーに相当する出力値を
、ステップ２０４で取得した基準温度を用いて温度値に変換することによって運転席側乗
員３０の顔領域３０Ｆの表面温度を算出する。
　ステップ２０６において、吹き出し口位置制御部１２、吹き出し風量制御部１４、吹き
出し風向制御部１５より、空調風の吹き出し口位置情報、空調風が吹き出されているかど
うかを示す空調風吹き出し情報、吹き出し口に取り付けられたルーバーの吹き出し方向情
報を取得する。
【００２３】
　ステップ２０７において、ステップ２０６で取得した情報にもとづいて、運転席側乗員
３０の顔領域３０Ｆに風が当たっているかどうかを判定する。
　顔領域３０Ｆに風が当たっている場合にはステップ２０８へ進み、当たっていない場合
にはステップ２１３へ進む。
　ステップ２０８において、ステップ２０５で算出した顔表面温度ＴＦを用いて所定時間
（たとえば、１０秒）あたりの顔表面温度変化率ΔＴＦ１（ΔＴＦ１ａ、ΔＴＦ１ｂ）を
算出し、該顔表面温度変化率ΔＴＦ１をマイクロコンピュータ１１Ａ内の図示しないメモ
リに記憶する。なお、このメモリに記憶される顔表面温度変化率ΔＴＦ１は、最新のもの
のみが記憶されている。
　このステップ２０８における顔表面温度変化率ΔＴＦ１の算出処理において、運転席側
乗員３０の顔に風が当たっているため、運転席側乗員３０が発汗していた場合には図７の
（ｂ）に示すように顔表面温度変化率は大きく（ΔＴＦ１ｂ）なり、発汗していない場合
には図７の（ｂ）に示すように顔表面温度変化率は小さく（ΔＴＦ１ａ）なる。
【００２４】
　一方、ステップ２０７で顔領域３０Ｆに風が当たっていないと判定された場合には、ス
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テップ２１３において、ステップ２０５で算出した顔表面温度ＴＦを用いて所定時間（た
とえば、１０秒）あたりの顔表面温度変化率ΔＴＦ２（ΔＴＦ２ａ、ΔＴＦ２ｂ）を算出
し、該顔表面温度変化率ΔＴＦ２をマイクロコンピュータ１１Ａ内の図示しないメモリに
記憶する。なお、このメモリに記憶される顔表面温度変化率ΔＴＦ２は、最新のもののみ
が記憶されている。
　このステップ２１３における顔表面温度変化率ΔＴＦ２の算出処理において、運転席側
乗員３０が発汗していた場合には図７の（ａ）に示すように顔表面温度変化率は大きく（
ΔＴＦ２ｂ）なり、発汗していない場合には図７の（ａ）に示すように顔表面温度変化率
は小さく（ΔＴＦ２ａ）なる。
【００２５】
　ステップ２１４において、顔表面温度変化率ΔＴＦ２が、所定値Ｔｈ２（たとえば、０
．３℃）と所定値Ｔｈ３（たとえば、０．５℃）の間であるかどうかを判断する。
　顔表面温度変化率ΔＴＦ２が、所定値Ｔｈ２と所定値Ｔｈ３の間である場合には、ステ
ップ２１６へ進み、そうでない場合にはステップ２０９へ進む。
【００２６】
　ここで、顔表面温度変化率ΔＴＦ２が、所定値Ｔｈ２と所定値Ｔｈ３の間である場合に
は、図７の（ａ）に示されるように、当該顔表面温度変化率ΔＴＦ２では発汗状態である
か、または非発汗状態であるかの判断がつきにくい。
　そこで、このように発汗状態の判断がつきにくい場合には後述のステップ２１６へ進み
、乗員の顔に風を当てる制御を行う。
　一方、顔表面温度変化率ΔＴＦ２が、所定値Ｔｈ２と所定値Ｔｈ３の間で無い場合には
、乗員は非発汗状態であるかまたは発汗状態であるかを顔表面温度変化率ΔＴＦ２の値よ
り正確に判定することができる。
【００２７】
　ステップ２０９において、ステップ２０８で算出されてメモリに記憶された顔表面温度
変化率ΔＴＦ１と、ステップ２１３で算出されてメモリに記憶された顔表面温度変化率Δ
ＴＦ２との比率にもとづいて分岐処理を行う。
　具体的には、まず乗員が発汗した状態で車両に乗り込んだ場合、乗車直後に乗員の顔に
風が当たっている状態で算出された顔表面温度変化率ΔＴＦ１ｂは図７の（ｂ）に示すよ
うに大きな値となる。その後、運転席側乗員３０の顔に風を当てる制御が終了して乗員の
顔に風が当たって無い状態で算出された顔表面温度変化率ΔＴＦ２ｂは、乗車直後に乗員
の顔に風が当たっている状態で算出された顔表面温度変化率ΔＴＦ１ｂと比較して図７の
（ａ）に示すように小さな値となる。
　また乗員が非発汗状態で車両に乗り込んだ場合、乗車直後に乗員の顔に風が当たってい
る状態で算出された顔表面温度変化率ΔＴＦ１ａは図７の（ｂ）に示すように小さな値と
なる。その後、運転席側乗員３０の顔に風を当てる制御が終了して乗員の顔に風が当たっ
て無い状態で算出された顔表面温度変化率ΔＴＦ２ａは、図７の（ａ）に示すように乗車
直後に乗員の顔に風が当たっている状態で算出された顔表面温度変化率ΔＴＦ１ａに近い
値となる。
【００２８】
　したがって、ΔＴＦ１／ΔＴＦ２が所定値Ｔｈ４（たとえば、２）よりも大きければ発
汗状態であると判定することができ、ΔＴＦ１／ΔＴＦ２が所定値Ｔｈ４よりも小さけれ
ば非発汗状態であるものとして判定することができる。
　このように、風が当たっているときと当たっていないときの顔表面温度変化率の比にも
とづいて発汗状態を判定することにより、乗員の個人差（風が当たると冷えやすい場合な
ど）によって顔表面温度変化率が異なる場合であっても、個人差に応じて発汗状態の判定
を行うことができる。
【００２９】
　図８に戻りステップ２０９において、ΔＴＦ１／ΔＴＦ２が所定値Ｔｈ４よりも大きい
場合には、ステップ２１０において乗員は発汗状態であるものと判定し、ΔＴＦ１／ΔＴ
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Ｆ２が所定値Ｔｈ４よりも小さい場合には、ステップ２１５において乗員は非発汗状態で
あるものと判定する。
【００３０】
　ステップ２１１において、ステップ２１０またはステップ２１５において判定された判
定結果にもとづいて、吹き出し口位置制御部１２～吹き出し風向制御部１５を用いて車両
の空調制御を行う。
　その後、ステップ２１２において、空調装置の電源がＯＦＦとなったかどうかを判断す
る分岐処理を行い、電源がＯＦＦである場合には処理を終了し、ＯＦＦで無い場合には、
ステップ２０２へ戻り上述の処理を繰り返す。
【００３１】
　一方、ステップ２０１で今回の発汗判定処理が開始された直後であると判定された場合
、ステップ２０２で乗員が乗り込んだ直後であると判定された場合、およびステップ２１
４で顔表面温度変化率ΔＴＦ２が所定値Ｔｈ２と所定値Ｔｈ３の間であると判断された場
合には、ステップ２１６において、発汗状態判定を行いやすくするために、運転席側乗員
３０の顔領域３０Ｆに強制的に風を当てる制御を行う。
　この制御は、吹き出し口位置制御部１２に対して乗員の顔に向けて風を吹き出し可能な
吹き出し口を選択する旨の指示、吹き出し風量制御部１４に対して風を吹き出す指示、お
よび、吹き出し風向制御部１５に対して運転席側乗員３０の顔領域３０Ｆに風が当たるよ
うにルーバーを制御するよう指示を出す。
　これにより、運転席側乗員３０が発汗状態である場合には顔表面温度変化率が大きくな
り、非発汗時には顔表面温度変化率があまり変化しないこととなる。
【００３２】
　このように、発汗判定処理が開始された直後、乗員が乗り込んだ直後、および風が乗員
の顔に当たっていない場合に算出された乗員の顔表面温度変化率ΔＴＦ２から正確に発汗
状態であるかどうかの判断がつきにくい場合に、吹き出し風向制御部１５等の制御を行っ
て、乗員の顔に風を当ててそのときの顔表面温度変化率ΔＴＦ１を取得する。
　風を乗員の顔に当てた場合の顔表面温度変化率ΔＴＦ１は、発汗時には大きな値（ΔＴ
Ｆ１ｂ）となるため、該顔表面温度変化率ΔＴＦ１ｂにもとづいて乗員の発汗状態を容易
に判断することができる。
　なお本実施例において、ステップ２０３～２０５が本発明における表面温度検出手段を
構成し、ステップ２０６～２１０、２１３～２１５が本発明における発汗判定手段を構成
する。またステップ２１６が本発明における風吹出手段を構成する。
【００３３】
　本実施例は以上のように構成され、運転席側乗員３０の顔に風が当たっている場合に、
皮膚表面に汗が付いている場合の顔表面温度変化率ΔＴＦ１ｂが、皮膚表面に汗が付いて
いない場合の顔表面温度変化率ΔＴＦ１ａに比べてより一層大きいことに着目し、吹き出
し風向制御部１５等を制御することによって乗員の顔に風を当てることによって算出した
顔表面温度変化率ΔＴＦ１を用いて乗員の発汗状態を判定することにより、顔表面温度変
化率を用いた発汗判定をより正確に行うことができる。
【００３４】
　また、運転席側乗員３０の顔に風が当たっている場合の顔表面温度変化率ΔＴＦ１と風
が当たっていない場合の顔表面温度変化率ΔＴＦ２との比が所定値Ｔｈ４よりも大きけれ
ば発汗状態であると判定し、小さければ非発汗状態であるものとして判定することにより
、乗員の個人差（風が当たると冷えやすい場合など）によって顔表面温度変化率が異なる
場合であっても、個人差に応じて発汗状態の判定を行うことができる。
　空調制御装置２の発汗判定処理が開始された直後、車両に乗員が乗り込んだ直後、およ
び顔表面温度変化率が小さく発汗判定が困難である場合に、乗員の顔に風を当てることに
より、顔表面温度変化率にもとづいた発汗判定を容易に行うことができる。
　本実施形態においては、顔の表面温度変化率に基づいた発汗判定を行いやすくするため
に、顔に風を当てる場合と当てない場合について説明したが、本発明はこれに限定される
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ものではなく、たとえば乗員の顔に風を当てる際の湿度をコントロールして、湿度の違い
による表面温度変化率の差異にもとづいて判定するようにしてもよい。さらには、顔に風
を当てる場合の風量を所定パターンで変えて、風量の違いによる表面温度変化率の差異に
もとづいて判定するようにしてもよい。
【００３５】
　なお車両５０の外が雨の場合には、車両に乗り込む乗員が雨によって濡れており、乗車
直後に発汗状態であるかどうかを正確に判定することができない場合が考えられるため、
天候が雨の場合には乗員が乗車してから所定時間の間は発汗判定を行わないようにしても
よい。
　また、発汗状態を判定するために表面温度を計測する部位として運転席側乗員３０の顔
領域３０Ｆを用いたが、顔領域３０Ｆ以外にも手などの表面温度を計測してもよい。
　なお、第２の実施例では運転席側乗員３０の顔に風が当たっている場合の顔表面温度変
化率ΔＴＦ１と風が当たっていない場合の顔表面温度変化率ΔＴＦ２とを用いて、個人差
に応じた発汗状態の判定を行うものとしたが、個人差を無視できる場合には、第１の実施
例と同様に、風を当てることによって変化率が大きくなった顔表面温度変化率ΔＴＦ１と
所定値とを比較することによって、乗員の発汗状態を判定することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】第１の実施例の全体構成を示す図である。
【図２】ＩＲセンサの取り付け位置を示す図である。
【図３】ＩＲセンサによる温度検出領域を示す図である。
【図４】発汗判定処理の流れを示す図である。
【図５】発汗時と非発汗時の表面温度変化率を示す図である。
【図６】第２の実施例の全体構成を示す図である。
【図７】空調風があり、なしの場合における表面温度変化率を示す図である。
【図８】発汗判定処理の流れを示す図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１　　発汗判定装置
　２　　空調制御装置
　１０　　ＩＲセンサ
　１１、１１Ａ　　マイクロコンピュータ
　１２　　吹き出し口位置制御部
　１３　　吹き出し風温制御部
　１４　　吹き出し風量制御部
　１５　　吹き出し風向制御部
　３０　　運転席側乗員
　３０Ｆ　　顔領域
　５０　　車両
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种用于确定车内机组人员出汗的装置。 
ŽSOLUTION：通过注意当驾驶员座椅侧的机组人员由于车厢内的空气自
然流动而出汗时表面温度变化率ΔTF不同而不是这种情况时，微型计算
机11确定当通过使用IR传感器10检测到的面部表面温度TF的变化率ΔTF
大于规定值Th1时，驾驶员座位侧的机组人员正在出汗，并且当不是时，
确定机组成员没有出汗。案件。因此，仅通过使用IR传感器10就可以容
易地确定驾驶员座位侧的机组人员的出汗状态，并且无论是否在机组成
员上车之后立即确定是否出汗状态或是否或者没有规定的时间过去了。 
Ž
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